
大会スケジュール

＜大会式典＞
１４：１５～　　受付開始
１４：４５　　　オープニング
１４：５０　　　開会宣言
１４：５２　　　国歌斉唱
              JCソング斉唱
              JCI Creed唱和
              JCI Mission唱和並びにＪＣＩ Vision唱和
              JC宣言文朗読並びに綱領唱和
１４：５９　　　来賓紹介
              公益社団法人日本青年会議所並びに近畿地区協議会役員紹介
              滋賀ブロック協議会歴代会長紹介
              公益社団法人守山青年会議所特別会員紹介
              １１ＬＯＭ紹介
１５：１９　　　滋賀ブロック協議会会長挨拶
１５：２６　　　来賓祝辞　
              滋賀県知事　三日月 大造様
１５：３１　　　来賓祝辞　
              守山市長　宮本 和宏様
１５：３６　　　来賓祝辞
              公益社団法人日本青年会議所　会頭　鈴木 和也君
１５：４１　　　来賓祝辞
              近畿地区協議会　会長　西村 忠浩君
１５：４６　　　祝電披露
１５：５０　　　主管ＬＯＭ理事長歓迎挨拶
１５：５５　　　滋賀ブロック協議会役員団紹介
１６：００　　　滋賀ブロック協議会委員長事業報告
１６：１５　　　褒賞発表・表彰式
１６：３５　　　滋賀ブロック協議会 ２０１５年度会長候補者発表・挨拶
１６：４２　　　第４５回滋賀ブロック大会主管LOM発表
１６：４３　　　大会キー伝達式
１６：５０　　　第４５回滋賀ブロック大会主管LOM ＰＲ
１６：５８　　　閉会宣言
１７：００　　　来賓退場

＜大懇親会＞
１８：３０　　　受付開始
              入場開始
１９：００　　　開会
１９：０１　　　滋賀ブロック協議会会長挨拶
１９：０６　　　乾杯
１９：０９　　　食事歓談
               （各種大会ＰＲ予備時間含む）
１９：２９　　　懇親タイム
１９：５９　　　食事歓談　　　　　　　
２０：０９　　　監査担当役員総評
２０：１４　　　若い我等　斉唱
２０：２０      
２０：２５　　　滋賀はひとつ写真撮影
２０：３０　　　閉会

＜卒業式＞
１７：２５　　　卒業式開式
１７：３０　　　卒業生登壇
１７：４０　　　送辞
１７：４５　　　答辞
１７：５３　　　卒業生記念品贈呈
１７：５６　　　卒業ソング
１８：００　　　閉式

＜記念事業＞
１０：００～１４：３０　　ありがとう演劇　１０：００～１０：５０
                                        １２：３０～１３：２０
                      ブース出展　　 １０：００～１４：３０

褒賞申請 事業紹介

公益社団法人栗東青年会議所

絆ゼミナールを開催し、人とひととのつなが
りや絆の大切さに気付いて頂きました。また、
スカイランタンの制作や、竹灯篭をボラン
ティアと共に作成することで、地域のリーダ
ーとしての気づきを得て頂きました。
■スカイランタン制作　■竹灯篭制作
■絆ゼミナール開始　■点灯式
■「絆」人文字　　　　■光のモニュメント
■参加者解散

心の繋がりで育む地域の絆
光り輝く未来の灯

一般社団法人野洲青年会議所

６月事前説明会では、子ども達自身に
キャンプ当日に向けた３つの約束を定めて
もらいました。また保護者にも徳育について
考えていただき、子どもたちへ手紙を書いて
もらいました。７月事業当日には、美しく豊
かな自然の中で、水にまつわる環境の学
びを、食事準備・地引き網体験・ドラム缶
風呂・家棟川くだり等で体験してもらい、
キャンプファイヤーでは両親からの手紙を
子供たちに渡し、子どもたちからも返事を書いてもらいました。

おもしろ体験隊第１８弾　やすっこマイアミキャンプ
～気づき　築こう　絆のまちを～

公益社団法人守山青年会議所

我々が主体となり実行委員会を設立し、
セミナーや講師演会を開催し「まちづくり」の
良さを発信し地域の人と共に事業を開催し
ました。当日はステージでのパフォーマンス
や１０種類の自然体験事業を開催しました。
事業前より応募を募った「琵琶湖の景色を
見て感じるフォトコンテスト」や「びわ湖のオ
モイ」は当日展示会を行い会場を彩りました。
また、表彰式で絵画の最優秀賞作品は
琵琶湖大橋の領収書の絵柄として使用頂きました。

２０１３年社会開発事業
「琵琶湖の恵み　やまもりＤＡＹ!」

公益社団法人水口青年会議所

本事業では、市民にひとりからでも参画で
きる場を作り出し、地域資源をテーマにした
まちづくりの魅力を感じて頂くため、延べ100
名以上の市民に制作から携わっていただ
き、第１部　リアル謎解きゲーム　「忍から
のドラマティックな挑戦状」を開催致しました。
さらに、行政、市民団体、NPO団体など6
団体の代表をお招きし、地域資源の可能
性をテーマに、第２部　シンポジウム　「地
域資源を利活用したまちづくりについて」を開催致しました。

甲賀湖南ブランディングプロジェクト
～地域資源で誇れるまち、甲賀湖南を～

公益社団法人彦根青年会議所

地域で環境問題に取り組んでおられる諸
団体を中心に協働して、講座を開催しました。
各講座においては、講話形式と体験形式
での学びで構成することにより、参加者が、
まずは授業形式でそれぞれの地域環境に
ついてより深く考えていただくことができるとと
もに、その後の体験を通して問題を身近に
感じ、更に楽しんでいただくことにより、地域
資源について、より一層の関心と理解を深
めていただけるものと考えました。

地域創造事業提案事業
親子で学ぼう！環境トライアルｉｎ曽根沼

公益社団法人東近江青年会議所

広報の手段としてポスター・フリーペーパーを
使用したパンフレット・ラジオ出演を行い、約
３００社の企業協賛を頂き開催しました。
「ＭＩＯびわこ」のホームタウンとなった事により
記念試合・記念式典を行いサッカーのまちを
ＰＲ致しました。
はたらきっずパークを開催し協力企業２０社
に子ども達の職業体験のブースを設置し仕
事の対価としてブース内通貨を発行し「働く」
について学んで頂きました。

第３７回二五八祭

一般社団法人長浜青年会議所

輝らきらジョイントミーティングで継続的な会議
を開催し、子ども達を取り巻く現状について
議論しながら、家庭・学校・地域が連携する
大人たちのネットワークを広げました。7月27、
28日に渡り小谷上山田町の住民全面協力
のもと、地域一帯を活用しテレビで人気の逃
走中を模して体験型事業を実施しました。
また、湖北っ子宣言、子育てスタンダードと
して、子どもと大人の行動規範を策定しメディ
アを使って地域に広く発信しました。

逃げるな 走り抜け 湖北の中を 秘宝 「キジク」 を守り抜け！
～勇者！！湖北っ子マイスターへの道～

公益社団法人髙島青年会議所

多くの「輝き」を集めるために、高島市在住、
在勤の方を対象に、高島に関係する方が共
感できる「あるあるネタ」を募集しました。そして、
応募作品を選定し、「あるあるカード」というカ
ードにしました。その後、市内外の多くの方に
「輝き」を認識、発見して頂けるように、カードを
市内の道の駅や物販されている店舗の商品
に添付して広め、また市内全戸にチラシにして
配布も行いました。

たかしまあるある

公益社団法人草津青年会議所

地域の学生が主体的に集まる『びわこてらこ
や』が主となり事業の企画・運営をし、市内の
小学生と地域のＮＰＯ団体、てらこや、ＪＣと多
世代にわたり交流しつつ、次世代のリーダー
を育成する青少年育成事業です。

第 3 回　わくわく仕事塾　Kids 楽市 ・ 楽座編

一般社団法人近江八幡青年会議所

本事業では、事前体験として「西の湖カヌー
体験」「野菜ピザ作り体験」を実施しました。
事前体験で触れたまちの財産（西の湖や近
江八幡の野菜）を利用し、事業当日には子
ども達に販売体験をしていただきました。販売
体験で得た想い（売上）を義捐金として東北
気仙沼へお届けいたしました。
また、まちのマスコットキャラクターを子ども達と
アイデアを出し合い作成。3案作成したマスコ
ットキャラクター案を市民に選んで頂きました。

第 3 回　わくわく仕事塾　Kids 楽市 ・ 楽座編

一般社団法人大津青年会議所

「大津っ子・クイズトレイン」～親子で学ぼう
大津の歴史～と銘打ち、大津のまちの基幹
交通機関である大津ＪＣ創立６０周年のデ
ザインを行った京阪電車に大津っ子とその
保護者が乗車し、道中で石坂線内の車両
内にて各駅名の由来やその周辺における
歴史や地域の特徴をまとめた小冊子を配
布し各駅通過時に小冊子の内容に沿って
メンバーがパフォーマンス等を行い往路で
解説、復路で学んだ成果をクイズ形式で発揮してもらいました。

｢大津っ子 ・ クイズトレイン｣～親子で学ぼう大津の歴史～

滋賀ブロック協議会役員団紹介

ＪＣ運動連携推進委員会 アカデミー委員会

総務・広報委員会湖国のたから発信委員会

ブロック大会運営委員会 財政・規則特別委員会

委員長

副委員長

委 員

１．諸事業の予算及び決算の審査
２．コンプライアンスに基づく諸事業の審査

森内　建樹 （長   浜）

今村　隆行 （大　 津）

中川　茂樹 （長   浜）

浜松　　忍 （ ）

（東近江）

井用　雅也 （水　 口）（草　 津）

中野　　強 （野　 洲）

辻　　博行

野田　隼人 （高　 島）

伊藤　岳夫 （彦　 根）

須見　明生 （守　 山）

瀧山　健大 （栗　 東）

松居　　悟 （長   浜）幹 事

副会長 奥野　孝史 （野　 洲）

委員長

副委員長

委 員

１．滋賀ブロック大会日程の決定
２．滋賀ブロック大会趣旨テーマの策定
３．滋賀ブロック大会記念式典・卒業式の開催
４．滋賀ブロック大会大懇親会の開催
５．滋賀ブロック大会記念事業（道徳心を育む事業）の開催

田中  彦嗣 （東近江）

木村　尚寛 （野　 洲）

小南　　聡 （東近江）

岡村　将司（ ）

堤　　義定 （長　 浜）

成田 政隆 （大　津）

田中　香治 （草　津）

前川　和広（高　 島）

林　　忠広 （守 　山）

中島　善幸 （彦　根）

森　　昌智 （水　口）

山村 洋平 （栗　 東）

西村 友和 （東近江）幹 事

副会長 菅沼　利紀 （水　 口）

１． 滋賀ブロック協議会ＨＰの企画・運営・管理
２． フェイスブックを利用した情報の発信・受信
３． 近畿地区大会へのブース出展の実施
４． 役員会議及び会員会議所会議の設営補助

委員長

副委員長

委 員

鶴見 真也 （彦   根）

松塚　　奨 （長　浜）

西野　吉郎 （彦   根）

津田　真吾（野　 洲）

片岡　勝哉（栗 　東）

藤本　信行 （水　 口）

古川　康宏（ ）

南井　隆徳 （守　山）

西澤　大輔（東近江）

堀井　　孝 （草　津）

小谷　浩一 （大　津）

杉橋　真和 （高　島）

池内　春樹（彦   根）幹 事

副会長 和田 洋典 （長　浜）

委員長

副委員長

委 員

１．県行政・関係諸団体と連携した琵琶湖をテーマとした事業の実施
２．琵琶湖を中心とした湖国のたからの発掘と発信

竹本　信一 （栗   東）
田村　裕亮 （栗   東）

中村　元一 （大　津）

愛甲　武司 （草　津）

北川　人士 （長　浜）

近藤　智也 （彦　根）

吉岡枝里子 （守　 山）

西山　亮平（ ）

西川　将平 （高   島）

山田　源幸 （東近江）

長谷川康太 （水   口）

野﨑　真温 （野 　洲）

吉仲　正和 （栗   東）幹 事

副会長 上田　歌麿 （彦　 根）

１．ブロックアカデミー事業の開催
２．本会と連携した会員拡大の実施

委員長

副委員長

委 員

林    正和 （高   島）

池元　弘行 （ ）

岩佐　　亮 （大　津）

小倉　達也 （ ）

松本　尚子 （ ）

中島　吉浩 （草   津）

桂田　征幸 （高   島）

佐倉　将徳 （大   津）

佐野　智哉 （ ）

有元　正夫 （草   津）

藤野　純一 （高   島）

岩崎　　正 （長  浜）

川島　稔雄 （高   島）

中河　智紀 （長  浜）

福坂　秀次 （東近江）
田井中正彦 （東近江）

北村　忠征 （彦   根）

森　　公亮 （彦   根）

大場　昭範 （水   口）

谷口　昇平 （水   口）

河村　慎司（守   山）

井狩　辰也（野   洲）

岡田　　祥 （野   洲）

井之口洋二 （栗   東）

内山　峻吾 （栗   東）

幹 事

副会長 上田　歌麿 （彦　 根）

委員長

副委員長

河本 善秀 （大   津）

幹 事

１．日本青年会議所、近畿地区協議会との連絡調整
２．国民参加型による憲法に関する事業への参加推進及び発信
３．多くの人が実働できる防災ネットワークの拡充・強化
４．ＪＣＩ ＮＯＴＨＩＮＧ ＢＵＴ ＮＥＴＳキャンペーンの推進
５．選挙におけるマニフェスト型公開討論会の実施と「ｅ－みらせん」の運用

藤田 雅樹 （草   津）

眞下　貴之 （大   津）

東出　秀則 （大   津）

山本 浩治 （ ）

森永 朋和 （大   津）

桒原 徳治 （高  島）

西崎　　匠 （彦　 根）

三品　知寛（守　 山）

伊藤 和真 （長　浜）

川北　智之 （水　 口）委 員

野神　真吾 （東近江）

上野　敦司（野　 洲）

山元　一也 （栗 　東）

副会長 和田 洋典 （長　浜）

財政局長

財政局次長

辻　　博行 （ ）

岡田　大輔 （ ）

岡　　昭 （ ）会長補佐

（ ）横田　一成

久保田　九 （ ）会長補佐

和田　育郎 （ ）会長補佐

事務局長

事務局次長

塚本　健一 （ ）

岩淵　　誠 （ ）

会 　 長 野瀬　正樹 （ ）

直前会長

副 会 長

副 会 長

副 会 長

副 会 長

清水　智弘

上田　歌麿

奥野　孝史

菅沼　利紀

和田　洋典

（彦　 根）

（彦　 根）

（野　 洲）

（水　 口）

（長　浜）

西本　篤志

大橋　寛之

（守　 山）

（草   津）

運営専務 佐々 木和彦（ ）

委 員 長 河本　善秀

委 員 長

委 員 長

委 員 長

委 員 長

委 員 長

（大   津）

竹本　信一 （栗   東）

田中  彦嗣 （東近江）

林    正和 （高   島）

鶴見 真也 （彦   根）

森内　建樹 （長   浜）

滋賀ブロック協議会委員会紹介

事業案内

第44回滋賀ブロック大会　趣旨テーマ

 政治、経済、教育環境が激しく移り変わるこの時代、私たちには、滋賀を

より良く発展させ「力強い湖国滋賀」へと昇華させることが求められています。

一人ひとりが、規範意識と、他人をおもいやる心、地域をより良くしたいという

「公の意識」を持ち積極的に行動することが必要とされているのです。

 守山の地には、地域の象徴として、守山ほたるが輝いています。しかし、この

ホタルは、ただ漫然と受け継がれてきたものではありません。環境破壊や捕

獲の影響で一度姿を消してしまったホタルが、一人の生涯を費やした熱い想い

と、その心を受け継いだ人 と々行政の運動の成果によって、今この地で光り

輝いているのです。その輝きは、地域への想いと、それに応えて積極的に行

動した市民や行政一人ひとりの心の燈火と言える光です。地域への想いと

積極的な努力が多くの市民を巻き込んだ運動へと発展し、地域の未来を

創り出していく。このような「公の意識」から生まれる運動は、私たち青年会議

所が過去から現在まで培い目指してきた理想のひとつでもあります。そして、滋

賀県内各地においても、まだまだ数多くの「公の意識」と運動の歴史が存

在します。これらを徳の燈火として捉え、各地から県内１１青年会議所メンバー

が持ち寄り、その想いを市民の皆様に感じて頂きたいのです。

 本年度、４４回目を迎える滋賀ブロック大会は、地域の魅力と、連綿と継

承されている我 の々地域への想いを集め団結し、覚悟を決めて力強く発信

します。滋賀の未来を明るく照らすために、共に手を取り合い、心に徳の灯を

燈そうではありませんか。地域への熱い想いと積極性を持った多くの人財が

育ち活躍する、力強い湖国滋賀を実現しましょう。

徳の光　集まり輝け！！

～心に徳の灯を燈し　輝き照らせ湖国滋賀～

人 へ々と伝わった想いは、燈火へと変わり

その火は集まり輝き空へと放たれ

守山の地で未来を照らす光へと

　公益社団法人日本青年会議所近畿地区滋賀ブロック協議会
「第４４回滋賀ブロック大会」を守山にて開催させて頂けることを来
賓の皆様、また平素から見守り支えて頂いております守山青年会議
所特別会員の皆様、そしてこの湖国滋賀で同じ志を持つ各地青年
会議所メンバーの皆様に厚く御礼申し上げます。　
　守山は旧中山道を有し宿場町として栄え発展してまいりました、そして
近年はホタルの育成地として観光客を迎えると共に住み良いまちとし
て人口増加を続ける市でもあります。第４４回滋賀ブロック大会では
「活気に満ちあふれた力強い湖国滋賀」を創造するため「徳の光 
集まり輝け！！～心に徳の灯を燈し、輝き照らせ湖国滋賀～」を
テーマに県内１１青年会議所所在地の歴史的な魅力、説話そして
「徳」を伝える事業を展開いたします。私たちの想いを気概と覚悟を
持って伝播し、より多くの皆様に「公の意識」を向上して頂ける大会と
いたします。
　結びに本年守山青年会議所が第４４回滋賀ブロック大会を開催
するにあたり、ご尽力頂きました皆様に深く感謝いたしまして実行委員
会の挨拶とさせて頂きます。

ブロック大会特別委員会委員長挨拶

公益社団法人守山青年会議所
ブロック大会特別委員会

委員長 藤本 進矢

主管ＬＯＭ理事長挨拶

公益社団法人守山青年会議所

第44代理事長 渡辺 年貴

　公益社団法人日本青年会議所近畿地区滋賀ブロック協議会
第４４回滋賀ブロック大会の開催にあたり、滋賀県内外よりご臨席
賜りました皆様に対し厚く御礼申し上げます。また、本大会を主管さ
せていただくにあたり、多くの皆様から頂いたご厚情に対しまして、公
益社団法人守山青年会議所を代表し重ねて御礼申し上げます。
　滋賀ブロック協議会は偉大なる先人達が一年一年歴史と伝統
を積み重ね、素晴らしい「運動体」として今日に至っております。その
歩みを深く胸に刻み込み、滋賀ブロック協議会の未来のため、湖
国滋賀の未来のため、本日まで全メンバーが覚悟を決め、大会の
構築を進めてまいりました。
　本大会において県内各地域の魅力を発信するとともに、「滋賀
はひとつ」の合言葉に滋賀ブロック協議会と県内１１ＬＯＭが、確固
なる信念と強固な絆で結ばれた「滋賀」を創造し、各地青年会議
所運動のさらなる発展に繋げてまいります。本日は最後まで何卒よ
ろしくお願い申し上げます。

会場案内

主催　公益社団法人 日本青年会議所 
           近畿地区 滋賀ブロック協議会

主管　公益社団法人 守山青年会議所

公益社団法人 日本青年会議所
近畿地区 滋賀ブロック協議会 2014年度
第44回滋賀ブロック大会 守山大会
大会リーフレット

徳の光 集まり輝け！！

～心に徳の灯を燈し 輝き照らせ湖国滋賀～
ひ とも

ブロック大会運営委員会委員長挨拶

公益社団法人日本青年会議所 近畿地区
滋賀ブロック協議会 ブロック大会運営委員会

委員長 田中 彦嗣

　２０１４年度、私たちは、第４４回滋賀ブロック大会守山大会のテー
マを「徳の光 集まり輝け！！～心に徳の灯を燈し、輝き照らせ湖国
滋賀～」と定め、一丸となって活動して参りました。
　「活気に満ちあふれた力強い湖国滋賀」を創造する為には、私達
大人が、学び・気付きによって襟を正し、子ども達の手本となる事が
大切です。自分の思いや気持ちをしっかりと表す大切さを伝え、大人
が手本となり、時にはさらに大きな目標を提示することで、滋賀の未
来を担う人財を育成する第一歩となるように本年度滋賀ブロック大
会では、「徳育」をテーマとした事業を開催致します。
　また、日頃の活動へのご理解・ご協力いただいている皆様に感謝の
心を表現し、私達の想いを改めて感じて頂けるような式典を開催致し
ます。本大会を通じて皆様と更に力強く手を取り合って滋賀の未来を
思い描く出発点にさせて頂きたいのです。我々の一年間活動・運動
の集大成を是非ご覧下さい。

第44代会長 野瀬 正樹

滋賀ブロック協議会会長挨拶

公益社団法人日本青年会議所
近畿地区滋賀ブロック協議会

　第４４回滋賀ブロック大会守山大会の開催にあたり、ご挨拶申し
上げます。
　本年度我々は「活気に満ちあふれた力強い湖国滋賀の実現」を
スローガンに日々運動に邁進してまいりました。特に今年は湖国滋賀
の未来を担う人財に対する道徳教育の推進、そして湖国滋賀の起
爆剤になりうる「たから」の発掘、発信に力を入れてまいりました。
　今大会では、趣旨テーマ「徳の光　集まり輝け！！～心に徳の灯
を燈し　輝き照らせ湖国滋賀～」 のもと、県内１１青年会議所メンバ
ーが守山の地に一堂に集い、次世代の人財育成の大切さや、湖
国滋賀の「たから」を広く内外にお伝えする機会にして参りたいと考
えております。そして、日頃お世話になっております関係諸団体の皆
様に感謝の意を表しその絆を再確認する機会にしてまいりたいと考え
ております。
　最後に、日々ご協力いただき格別のご配慮をいただいている全て
の皆様のご多幸を祈念いたしまして主催者の挨拶とさせていただきます。 
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